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東葉高速自立支援委員会の開催結果について 

令和７年１１月７日 

東葉高速自立支援委員会  

事務局：千葉県総合企画部交通計画課 

０４３－２２３―２０６２ 

 

東葉高速自立支援委員会では、関係者が一体となって会社の自立を目指し、

今後の支援のあり方を協議することとしております。 

この度、１１月６日に開催した東葉高速自立支援委員会において、直近の  

社会経済情勢等を踏まえて、長期収支推計のローリング結果を検証したところ、

将来、資金ショートに陥る可能性があることを改めて確認しました。 

今後とも、会社の経営状況や取組状況を引き続き注視しながら検証していく

とともに、支援のあり方について協議を継続してまいります。 

 

１ 長期収支推計の見直し（ローリング）について 

今回のローリングは、これまで令和１８年度を終期としていた推計期間に

ついて、長期の見通しを確保する必要があることから、終期を令和２６年度 

までに改めて設定することとし、以下の条件で実施しました。 

 
【ローリングの前提条件】 

 
○ 推計期間：令和７年度～令和２６年度（２０年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※長期収支推計は、二次支援策として実施している利子補給以外は、今後、 
関係者からの支援がないものとして推計しています。 
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２ 長期収支推計のローリング結果について 

（１）ローリングの結果 

＜金利ケース別の資金残高＞ 

金利ケース 資金ショート 
時期 

資金ショート時の 
資金残高 

(参考)令和１８年度末 
資金残高 

基本ケース 令和１７年度  ▲５億円  ▲１０億円  

高金利ケース 令和１５年度 ▲１５億円  ▲５６億円  

低金利ケース 令和１９年度  ▲０．３億円  １７億円  

 
＜資金残高の推移＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【参考】令和６年１２月推計（令和１８年度末の資金残高） 

金利ケース 
資金ショート 

時期 
令和１８年度末 

資金残高 

基本ケース 令和１８年度  ▲４億円  

高金利ケース 令和１７年度 ▲５９億円  

低金利ケース ―  ２８億円  

 

（２）主な項目 ※増減額は令和７～１８年度の累計額を記載 

・ 収入面では、運輸収入について、直近の利用実績を踏まえた最新の   

需要予測により推計した結果、７０億円の増額となりました。 

・ 支出面では、運行の安全性の前提となる設備投資や修繕について、   

物価高騰の影響や老朽化に伴う実施箇所の増加などにより、８６億円の増

額となりました。また、金利を基本ケースで推計した場合の元利償還金に  

ついては、金利が上昇傾向にあることから、２８億円の増額となりました。 
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３ 自立支援委員会での確認事項 

長期収支推計のローリング結果を検証したところ、将来、資金ショートに 

陥る可能性があることを改めて確認しました。 

このため、関係者で会社の経営状況や取組状況を引き続き注視しながら 

検証していくとともに、社会経済情勢等の変化により、早期に資金ショートの

可能性があると見込まれる場合に速やかに支援策の実施に移行できるよう、

支援のあり方について協議を継続していくこととしました。 

 

【参考】ホームドアを整備した場合の推計について 

会社が令和７年３月に策定した第８次経営改善計画（計画期間：令和７～ 

９年度）では、利用者の安全を確保するため、ホームドア整備について検討を

進めることとしており、現在、会社において、整備に要する期間や費用の試算

などを行っているところです。 

今後、これらの進捗を踏まえながら、ホームドアを整備する場合の費用等を

長期収支推計に反映することについて、検討していきます。 

 

 

 


